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荒木茂小伝
大　野　延　胤
はじめに
　女子学習院教授として英語英文学を教え，同時に東京帝国大学文学部講師
としてペルシヤ語ペルシヤ文学を講じた荒木茂（1884－1932，明治17一昭和
7）については，その波瀾に富んだ一生と注目すべき業績にもかかわらず，
その生涯をまとめて明らかにしたものは未だ無いようである。彼は永いアメ
リカ留学の終り近い大正8年10月から翌年4月の帰国を経て大正13年夏ま
で，中條百合子（後の宮本百合子，本名ユリ）と結婚していたため，百合子
　　　（1）　　　　　　　　　　　　　　　　②
の目記中に記され，また作品「伸子」に，伸子の夫，佃一郎として登場する
などしている。これら日記や作品等の中で荒木や佃に与えられた厳しい人物
評価は，そのまま一般普遍の荒木評価として定着しているかに見える。本稿
は語学教育者，研究者としての荒木に焦点をしぼり，その生涯の概略を紹介
しようとするものであるが，荒木自身の日記や手記が発見されていないの
　③で，百合子の「日記」や作品「伸子」等は荒木を知る上で貴重な資料であ
る。ここでは，それらに現われる荒木関係の記述も必要に応じて使用させて
いただいた。荒木に関する資料は，専任として勤務した女子学習院において
さえ，辛うじて戦災を免れた書類の中に散見する程度であるが，これを手が
かりとして，各種の資料を総合して荒木の実像に迫るべく以下に「小伝」を
試みた。
1．　荒木茂の「履歴書」（明治17年～大正10年）
　　　　　　かんむり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あすわ　岐阜県境の冠山に発して福井県側に流れ下る足羽川は徐徐に川幅を増し
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て福井平野に入り，日野川に合し，やがて九頭竜川と一体となって日本海に
注いでいる。この足羽川が北陸自動車道と交叉するやや手前右岸に荒木新保
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　こう町がある。荒木茂は明治17年12月30日，当時足羽郡酒生村荒木新保と呼ばれ
たこの地に生まれた。19歳頃までをここに過ごした彼は，東京へ出た後アメ
リカへ渡り，約15年間を言語学の勉強に費して帰国した。帰国後1年，即ち
大正10年4月12日，彼は女子学習院講師となるが，そのために彼が提出した
　　　　　　　　　　　　　　　（4）同年2月25日付の履歴書が現存する。その内容は次の通りである。
出生
現住所
???
明治拾七年拾弐月参拾目
東京市本郷区駒込片町拾番地
福井縣足羽郡酒生村荒木新保第廿八號廿番地士族
明治参拾壱年参月同村立小学校卒業
同　参拾六年参月同縣立福井中学校卒業
同　参拾七年四月東京高等師範学校入学
同　参拾八年参月語学研究ノ為メ渡米
同　四拾年八月北米合衆国P　一一スアソゼルス市公立高等学校入学
英，佛，猫，羅旬，希腫ノ諸國語専攻
同　四拾参年六月同校羅旬語科卒業
同年八月同州立カリフォールニア大学文科入学
　　英，佛，旬羅語専攻
同　四拾四年六月ヨリ病氣ノ為メ休学，但シロースアンゼルス市
立圖書館二於テ言語学二関スル書籍雑誌類捗護
大正三年九月同國紐育市コロンビア大学入学
　　英語科，印度波斯文学科二研究
同　四年五月同大学ヨリマスター，オブ，アーツノ学位ヲ受ク
同　九年参月マデ引績キ同大学二於テ英語学，言語学，印度波斯
文学研究
同年四月錦朝
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　　　　同年六月ヨリ東京帝國大学二於テ波斯語研究中
奉職　　同年九月ヨリ慶懸義塾大学二希強語，英語ヲ教授ス
　　　　同　十月ヨリ明治大学二英語ヲ教授ス
　これによって，彼の出生から米国留学を経て帰国後1年までの大凡の経歴
を知ることができるが，更に以上の期間につき他の資料によって補足すると
次の如くである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）　（1）出生と荒木家相続。上記履歴書と同時に提出された戸籍謄本（大正9
年9月2日付）によれば，「企村全字平民村田弥三太郎弐男」とあり，明治
28年1月30日，つまり10歳（数え年12歳。本稿は満年齢による）で士族亡荒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥木伊太郎の養子として入籍し，荒木家を相続し戸主となっている。
　尚，上記の現住所は，帰国後同居していた百合子の実家（東京市本郷区千
　　　　　　　⑦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
駄木林町21番地から大正9年9月3日に移転した場所である。
　（2）渡米。荒木の渡米の動機について詳細は不明であるが，上記履歴書で
は「語学研究ノ為メ渡米」となっている。その後の彼の経歴を見ても，語学
に特別の関心を持って渡米したことは確かであろう。渡米の模様については
　　　　　　　　　　　　　（9｝大正8年11月13日の報知新聞に「荒木氏は嚢に師範学校に学べる際教師の渡
米を慕ひて桑港に来り，……」とある。この教師が誰であったか明らかでな
い。また，「伸子」には，佃は「二十越したぼかりの時ある宣教師をたよっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑩て，渡米して来た……」（1章7節）となっている。宣教師を頼って渡米した
ことは，荒木が在米中Y．M．C．A．の活動に深くかかわった事と考え合わせる
と事実と思われる。上記報知新聞には，荒木を「当時コロソビヤ大学の学生
　　　　　　　　　　　　　⑪青年会の幹事」と記している。
　（3）病気休学。荒木は履歴書中に明治44年6月から「病氣ノ為メ休学」と
記している。次の項は大正3年9月のコロンビア大学入学であるから，この
間の3年3か月は，「ロースアソゼルス市立圖書館二於テ」言語学を独学しつ
っ，かなり長期に亘って病気療養をしたと考えられる。その病気とは，帰国
　　　　　　　　　　⑫　　　　　　　　　　　a3後大正11年12月の喀血や同13年8月の入院，そして昭和7年の死に至る結核
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　　　　　　　　　　　　⑯性のものであったであろう。この病気こそは，彼の後半生を覆う黒い影であ
った。荒木の体が病弱であったことは，百合子との結婚生活とその破綻に大
きな影響を与えたと考えざるを得ない。
　（4）結婚。「履歴書」に記されていない重要な事に結婚がある。正確に言
えぽ，荒木にとっても。又百合子にとっても一回目の結婚である。前記荒木
の戸籍によれぽ，荒木の欄には「中條ユリト婚姻届出大正九年八月拾九日受
付」とあり，妻ユリの欄には「福島県安積郡桑野村字南町百八拾六番地戸主
中條精一郎長女」中條ユリが荒木茂と婚姻届出をした旨記されている。荒木
が百合子との結婚をニューヨークで披露したのは大正8年10月30日であっ
た。前掲報知新聞記事には，中條百合子が流行性感冒に罹った際，荒木が
「親身も及ばぬ懇なる看護の労を取りたるが縁となり」結婚することになっ
　　　　　　　　　　　　　　　　マてたと述べ，「両氏は愈十月光日荒木滋氏の誕生日を期して二三の知己を寳亭
に招き結婚披露を行ひ同時に領事館にも届出でる事となった。」としている。
荒木の誕生日を10fi　30日としているのは明らかに誤りであるが，単に30日を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　as考えたものであろうか。これより先4月5目の読売新聞によれぽ，百合子の
母親の話として，百合子は7月に「父の友人で帝大教授の竹村莞吾様と一緒
に倫敦（ロソドン）の方へ行く筈になって居」て，「タウスと云ふ未亡人の
御家に御厄介になる筈」，また「滞在は一年半位の予定」と極めて具体的に百
合子の英国行きの予定が記されている。この予定は荒木との結婚によって実
現されなかったことになる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑯　（5）帰国。荒木は大正9年3月19日アメリカのシアトルを離れ，4月2日
　　　　　　　　aのに横浜に入港した。彼がこの年3月まで研究の都合でアメリカに滞在しなけ
れぽならなかったのは，後に刊行される「ペルシヤ文学史考」の原稿（第一
稿）を完成する必要があったためと思われる。荒木は横浜で百合子と父親中
條精一郎の出迎えを受け，その日から林町の中條宅に住む事になり，1週間
後，荒木夫妻が，荒木の故郷に，恐らく帰国と結婚の挨拶を兼ねて，10日程
滞在したことは「伸子」に述べられている通りであろう。故郷は「菜の花盛
りで，金色の花が高く高く咲き連なり，遠い白山山脈に照り映え」ていた。
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　　　　　　　⑱（三章五～七節）その後荒木と百合子は翌大正10年と12年の夏にも福井に滞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑲在した。12年には9月1日の関東大震災を福井で知った。
　　　　　　　　　　　　　ルバイヤツト　（6）　「オムv・ハヤムと「四行詩」全訳」
　荒木は帰国後，9月から慶応義塾大学でギリシヤ語と英語を教え，10月か
らは明治大学で英語を教えたことは履歴書にある通りである。これらは定職
とは言えなかった。彼は10月1日発行の「中央公論」10月号（説苑の部）に
　　　　　　　　　　ルパイヤツト「オムマ・ハヤムと「四行詩」全訳」（42頁余）を発表した。
　その序で，彼は，ペルシヤ語で書かれたオムマ・ハヤムの「四行詩」は
英，仏，独語に訳され，中でも「エドウワドフィッツゼラールド」の英訳が
有名であるが，それは「詩人であったフィッツゼラールドが或機会で，ペル
シャの詩藻に接した時，湧然として起った興感の盤に訳し，興奮して仕遂げ
た」もので，「勿論予は此英詩の美を否定しないけれども，オムマ，ハヤム
の情緒を紹介する醗訳としては，決して容れられないものである。」と断じ，
従って，ペルシヤ語の原文に立ち返って彼独自の訳を試みようとするもので
あった。序に続いて（一）「四行詩」の写本と翻訳，（二）オムマ，ハヤムの
生地，（三）オムマ，ハヤムの一生，を解説した。そして「附記，「四行詩」
の訳註に関して」の中で，
　「予は最も正確にオムマの原作を紹介すると云ふ点に注意した為め，写本
は，古来多数の写本中，最も信頼すべきものとされて居る，オックスフォー
ド大学に保存される最古のものに依り，原作の一行に表はされて居る意味
を，予も亦訳文の一行中に総て含めて書いたのである。」
　また，「予は幸にして，ペルシャ人で欧米に学び，拾数ヶ国の国語に通じ
て居るヨハナソ博士に接し，親しく彼等の風習を学びし事数年，此等の四行
　　　　　　　　　　　　　　　　サゼスチHソ詩の醗訳に際しても，彼より多くの暗示を得たのであるが，微力ながら予
はオムマに忠実なる訳者であることを信じて潭らないのである」と述べて自
信のほどを示している。
　上に言う「オックスフォード大学に保存される最古のもの」とは（一）の
‘「四行詩」の写本と翻訳’の章で言及している‘西紀千八百九十七年に英国の
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へPソアレソの出版したペルシャ語の原文’である。荒木文庫の目録（後述）
No．714の’Umar　Khayy巨m．　The　Rubaiyat　of　Omar　Khayy巨m．がそれ
に当るが，これは第2版（1898）1，000部の印刷の1冊である。編老のEd・
ward　Heron・AIIenがPrefatory　Note　to　The　Second　Editionの中で
述べている様に1897年の第1版を出して6か月も経たぬうち第2版を出すほ
どこの本は評判であった。荒木自身が上の引用に続けてこの本について，
「オックスフォード大学が蔵する最古の写本を基礎として，著名なる七八の
写本を対照して出版したものであって，仮令，附録となって居る彼の醗訳に
は多少の誤謬があるにしても，原文としては最も信頼するに足るものである
と思ふ。」（‘彼’とは編老ヘロソアレソを指す）と言っていることから，荒木
はOxford大学のBodleian　Library所蔵の1460年に写されたペルシア語
の原文（Ousley　MS．，140）の複写やその英訳等を含むこの本の第1版か第
2版によって全訳したことは確かである。「全訳」としたのは，1460年の写
本のルパイ（四行詩）の数（ルバイヤットはその複数形）が158あり，その
全部を第壱から第百五拾八までに和訳したためである。訳は文語体で流麗と
は言い難い点もあるが，何よりも，ペルシヤ語に通じた荒木が，前記ヨハナ
ソ博士に接しつつ，日本人として初めてペルシア語の原文から直接訳を試み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳たことの意義は大きいと言わねばならない。
　この，停い人生，一瞬の今こそ楽しみの時，と哀愁をこめて歌うオムマに
荒木は深い共感を覚えたことであろう。彼はこの日本語訳を在米中に一応完
成したと思われる。それは，彼が翻訳にあたってヨハナン博士の指導を受け
たことに加えて，「ペルシヤ文学史考」に寄せたA．V．W．ジャクソソ（A．V。
Williams　Jackson）教授の序文の中に，この翻訳について言及しているこ
とからも推測できる。
2．女子学習院講師（大正10年4月）と同教授就任（大正11年4月）
　荒木は大正10年，即ち帰国翌年の4月12日付で女子学習院講師に就任す
る。その前，2月25目付で提出したのが先に引用した「履歴書」である。彼
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　　　　　　　　　　　　　？Dの報酬は一か月110円であった。彼は大正10年度も引続き慶応，明治両大学
へ出講した。宮本百合子の「小さき家の生活」には，この年11月23日のこと
として「目下，H町とAとの間にこだわりのある外，生活は滞りなく運行し
て居ると云ってよいだろう。Aは健康で，女子学習院，明治，慶応に教え，
岩波書店から，彼の最初の著述「ペルシア文学史考」が出版されそうになっ
て居る．」°PiH町｝琳町で酷子の実家，Aを焼木を指す）と記して・・る．・2
月5日に皇后陛下が女子学習院へお出でになり「学生の疑業拉に風俗展覧会
　　　㈱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱を台覧」された時，荒木講師は英語の授業をご覧に入れた。翌大正11年1月
になって，荒木は4月から専任の教授となることが決まり，2月には学校に
　　　　　　　　　　　　　　　　⑳近い青山北町1の8の借家へ転居した。
　教授の発令は4月14日付であった。彼は3月で慶応，明治両大学の講師を
辞め，4月からは女子学習院教授のほか東京帝国大学文学部講師として勤務
することになった。百合子の4月14日の日記には「ひどい雨，嵐に近い。A
学校始まる。今度からは，たった十四時間と月曜が大学だけ。よろし。」と
なっている。
3．　英語教授研究所の設立（大正12年5月）と荒木茂
　荒木が女子学習院教授に就任した大正11年4月は，日本の英語教育界にと
って重要な時であった。この年の3月末，英国ロンドソ大学に勤務していた
音声学者・・ロルド・E・パーマ（Harold　E・Palmer）（1877～1949）が日本
の英語教育改善のため招かれ来日し，文部省語学教育顧問として文部省内の
一室を与えられ，4月から活動を始めたのである。この時から14年間にわた
る彼の日本での精力的な仕事ぶりについては既に英語教育界では詳しく知ら
れていることである。荒木はパーマの英語教育改革の事業に深く関りを持っ
た一人であった。
　この年の夏，7月24日から29日まで，大阪外国語学校で聯合Y・M・C・A・英
語教育会主催の中学教員夏季講習会が開かれた。この会でパーマは講師とし
てScientific　Principles　of　the　Study　and　Teaching　of　Foreign　Lan・
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guages及びHow　to　Teach　the　Sounds　of　the　English　Languageと
題する連続講義を行なって，多くの人々の注目を集めた。パーマの講義のほ
か，毎日実習科が設けられ，専門家がaHistorical　Sketch　of　the　Me－
thods　Employed　in　the　Teaching　of　Foreign　Languagesなど5つのテ
ーマで討議を行なった。その専門家とは，厨川白村，石田憲次，松方幸次
郎，佐久間信恭，神保格，石川林四郎らで，これに荒木茂も加わった。荒木
がその講習会に専門家の一人として参加した経緯は明らかでないが，すでに
パーマ補佐の委員会が設立され，それに市河三喜らと共に加わっていた藤岡
勝二の推薦によるものか，又はY．M．C．A．の関係によるものかのいずれかで
あろう。7月28日午後には講習会有志は奈良に赴き，パーマへの感謝晩餐会
　　　　¢9を催した。百合子の「日記」には，荒木は7月22日に東京を発ち大阪へ向
い，8月10日に帰京し，その間7月29目には奈良から絵葉書が到着したこと
が記されているが，これは荒木の行動を裏付けている。大阪での講習会の
後，軽井沢では8月7日から3日間外国人英語教師の会が開かれ，パーマは
毎日“What　is　Oral　English？”，“Why　should　it　be　taught？”，“Tried
M・・h・d・i・・Thachi・ぎにつ・・て講演する予定であ。た鮎耀井沢夏季大
学では7月24日から8月8日まで英語講習会があり，パーマはこれにも講師
　　　　　　　　　　　eoとして招かれていたから，荒木はパーマと行を共にし，軽井沢での会に参加
して8月10日に帰京したものと想像される。荒木がパーマと相識る様になっ
たのはこの頃からであろう。女子学習院ではすでに田部隆次が海外留学中英
国でパーマと会い，帰国の際はパーマ来日の船に同乗していたこともあっ
て，両者は親密な間柄であった。パーマは田部や荒木を通じて女子学習院を
知りやがてその講師となるに至ったと思われる。女子学習院では11月18目か
ら12月3目まで欧米旅行展覧会が開かれた。パーマはこの展覧会に，欧州大
戦勃発当時滞在していたベルギーから脱出した際使用した「旅行免許状」を
　　　　　　Bオ提供している。彼はその展覧会期間中の12月2日に学習院講師として発令さ
れた。荒木や田部の同僚として勤務することになったのである。その3日後
12月5日の夜，荒木は自宅で突然喀血したことが百合子の「日記」（12月6
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日）に記されている。その後，同「日記」によれば校医ら3名の医師に診察
を受け，結局「二月頃まで休養を要する」こととなった。百合子は「伸子」
のこの辺りに，パーマについても書く計画であったらしく，「『伸子』創作メ
モ（二）」、c「○．・一マの。と。」と乱ているぎ時期から考えても・の…
一マ’ ﾆはH，E．パーマに間違いないと思われる。然し，「日記」にも「伸
子」にもパー’マは現われていない。荒木がパーマの事業に熱心に協力したこ
とも記されていない。
　大正12年5月，パーマを所長として英語教授研究所（The　Institute　for
Research　in　English　Teaching）が設立された。市河三喜らの顧問の下に
置かれた理事は次の10人であった。沢柳政太郎（帝国教育会会長），小松原
隆二（文部省督学官），木村重治（東京商大），石川林四郎（東京高師），千
葉勉（東京外語），荒木茂（女子学習院），星野あい（津田英学塾），堀英四郎
（慶応大），J．V．　Martin（青山学院），　W．E．　Laxon　Sweet（the　Kokusai
News　Agency）。
　パーマの事業を推進する重要なメンバーに荒木も加わったのである。しか
も所長のパーマ自身が荒木と同じ女子学習院の講師であったから，両者の関
係は特に深いものであった。この年12月10日，沢柳政太郎の招待により，牛
込原町の成城学園で，パーマはaMemorandum－the　Problem　of　Lan－
guage　Teaching　in　the　Light　of　a　new　Theoryと題して重要な講演を
した。集まった名士は桜井錠二，頭本元貞，市河三喜，堀英四郎，荒木茂，
英国大使ニコルス等であったと「英語青年」誌は報じている。
　荒木はこの年，12月19日付で女子学習院外国語課主任に就任する。パーマ
はその後昭和2年12月まで講師であった。パーマが女子学習院講師を勤めた
ことについては余り知られていないが，彼の在任中，女子学習院の英語教育
はパーマのOral　Methodを積極的に取り入れて，当時の先端を行くもので
あったことは，荒木の執筆になると思われる昭和2年3月の「外国語の学習
について」を見ても明らかである。荒木は大正13年夏，百合子と離婚状態と
なるが，その頃の百合子の「日記」に荒木が病気を再発して南湖院（神奈川
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県茅ヶ崎の結核療養所）へ入院したことが記されている。その後夏休みを過
ぎて病気は回復に向ったらしく，彼は10月に行なわれた英語教授研究大会に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹は，他の女子学習院の英語教授全員と共に参加している。12月も末の頃と思
われるが，英語教授研究所の顧問や理事に移動があった時，荒木は引続き理
　　　　　　　㈲事として残った。翌大正14年には8月に軽井沢で行なわれた英語教授研究所
主催の講演会に参加し，更に11月の第2回英語教授研究大会では文部省への
答申案作成の委員や上級学校入学試験方法改正に関する立案委員として活躍
した。荒木はこの頃最も熱心に英語教授研究所の事業に協力していたようで
ある。
　荒木が永いアメリカ滞在中に自然に身につけた英語は学生間では評判であ
ったようである。彼の英語教育観も当然パーマの主張と共通するものがあっ
た。彼は教室の授業以外でも外国語の指導に熱心であった。その例をあげて
おこう。
　昭和2年3月19日（土）第138回女子学習院外国語大会が開かれた。この
会は12年間日本に住み，大正11年9月からは4年半にわたって女子学習院講
師を勤めたエスタ・プラソチ・ルイス女史（Mrs．　E．B．　Lewis）が4月で退
職し英国へ帰るため，その送別の会となった。そのプログラムの1っThe
Court　Scene　in　The　Merchant　of　Veniceで学生6人と共に，ルイス女
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲史がPortiaを，そして荒木がShylockを演じた。英語教育者荒木の一面
を示す出来事といえよう。荒木が「外国語の学習について」を「おたより」
29号に載せ，外国語の教授方針を示したのもこの頃である。翌昭和3年12月
22日（土）の外国語作文朗読会でも彼は児玉錦平（仏語教授）と共に熱心に
　　　　　　　㈹会を指導している。
4．　東京帝国大学講師（大正11年度～昭和6年度）
　荒木は女子学習院教授となった大正11年4月から東京帝国大学文学部でも
講師としてペルシヤ語ペルシヤ文学を講ずる事となった。毎週月曜日の午
前，荒木は女子学習院教授の紺色詰襟の服を着て，古代ペルシヤ襖形文字の
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プリソト等を自ら用意し，定刻には言語学研究室に姿を現わしたそうであ
　㈲
る。
　次に東京帝国大学の「文学部学生便覧」によって荒木が在職中の授業題目
を年度毎に取り出してみよう。　〔〕は記載の無い部分である。
年度　　　　　　　　　　題　目
大正11　　　　ペルシヤ語
　　12　　　　古代ペルシヤ語
　　　　　　　アヴエスタ講読
　　13　　　　　古代ペルシヤ語初級
　　14　　　　　古代ペルシヤ漢形文字碑文研究（前期）
　　15（昭和1）ゾロアスタ教経典講読
昭和2　　　　　古代ペルシヤ語
　　　　　　　近代ペルシヤ語初歩
　　3　　　　　〔　　　　　　〕
　　4　　　　　古代ペルシヤ語（前期）
　　　　　　　　「アヴエスタ」経講読（後期）
　　5　　　　　〔　　　　　　〕
　　6　　　　　古代ペルシヤ語（前期）
（懊形文字碑文講読アヴエスタ経講読）
近代ペルシヤ語（前期）
週時間　単位
　1　　　2
2
???
〔〕
2
1
1
〕〕〕〕〕〔〔〔〔〔
1
〔〕　〔〕
?〜?? ?
　彼は昭和3年2月20日付の帝国大学新聞（第241号）に「ペルシヤ研究の
今昔」と題する一文を寄せた。先ずペルシヤの歴史から始め，ペルシヤに関
する文献や研究の歴史を略述し，我国のペルシヤ研究の現状に及び，大正11
年に始まる啓明会の事業によるペルシヤ研究資料にも言及し，終りに「東京
帝国大学においては大正十一年より古代ペルシヤ語および昨年よりは更に近
代ペルシヤ語をも習得するの途を開かれ，本学年の如きはもっとも熱心なる
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六名の学生が懊形文字の碑文研究に従事し，二千四五百年前にアケメネス王
が銘刻した史料の解読を楽しみ，三名は近代ペルシヤ語の習得に熱中してゐ
るのである。」と当時の様子を記している。上記のうち，啓明会以降の記述
は，荒木の名は出ていないものの，荒木自身に関するもので，これにより，
東京大学では前掲の授業題目の通り，近代ペルシヤ語の授業が昭和2年度か
ら荒木によって始められたことが判明する。昭和3年度については上記授業
題目は空欄であるが，これは荒木の病気のためと思われる。彼はこの年4月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6021日から2週間の欠勤届を女子学習院に提出し7月19日の総会（教官会議）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　60では，「荒木氏ノ病状」が報告されているところから，東大の講i義も休講した
と考えられる。昭和4年に入っては健康であったらしく，新任教官採用に出
張したりしている。この年8月には津田梅子元教授の逝去や12月には田部隆
次教授の退職等があり荒木にとっても多忙な年であった。昭和5年について
は荒木の記録は少く，病状は思わしくなかったようである。昭和6年夏頃か
ら彼の病気聴化の一途をたどり，・・肛は転地麟を願い出ているのぜ
東大への出講もその頃までであったと思われる。
5．　「ペルシヤ文学史考」（大正11年5月）
　荒木が女子学習院教授となり，東京帝国大学講師となった翌月，即ち大正
11年5月に，彼のコロンビア大学での研究成果である「ペルシヤ文学史考」
が岩波書店から刊行された。彼はその巻頭にTo／My“Guru”／A．V，　Wil－
1iams　Jackson／of／Columbia　University．と記して，この本をコPソビア
大学の恩師ジャクソソ教授に捧げている。ジャクソソも亦，荒木のために序
文を書いた。それは英文のまま最初の4頁に収められている。この序文には
何故か日付けが無い。続く荒木の自序には「千九百二十年三月，紐育にて」と
記されているので，彼は帰国する大正9年（1920）3月頃までに「ペルシヤ
文学史考」の原稿を完成し，恩師ジャクソンに捧げてその序文を乞い，それ
を与えられて帰国したものと考えられる。同書の凡例（p．3）に「本書の第
一稿は，昨年コロソビア大学に於て草したものである。」と彼は書いている。
一30一
ここで言う「昨年」の意味は必ずしも明確ではないが，帰国後，彼が完全な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63原稿を作り終えたのは大正10年10月22日のことであるから，これを基準とす
れぽ「昨年」は大正9年となり，この年の帰国の3月までに第一稿を完成し
たことになる。彼の帰国が妻百合子より，どうしてもさけられない事情でお
くれたのは，このためであったのであろう。
　ジャクソソは序文の中で，次の様に述べているが，これは荒木の日本への
帰国を多分に意識してのことであろう。
　It　is　particularly　gratifying　to　think　that　the　Island　Empire　of
Japan，　with　all　its　growing　prggress，　should　count　among　its　schol－
ars　Shigeru　Araki，　a　Master　of　Arts　in　the　truest　sense　of　the　title；
and　that　it　should　show　to　him　encouragement　in　his　scientific　task
of　making　better　known　to　the　Nipponese　the　past　literary　records
of　the　Land　of　the　Lion　and　the　Sun．
　荒木自身もこの著述には極めて意欲的であった。自序の中で彼は次の様に
言っている。
　「…種々なる変動を経たるペルシャ語の複雑なる性質が，その研究を特に
困難ならしめたる為めか，欧米の学者間にも，その部分的研究は多く発表さ
れて居るけれども，古代より近世に及ぶペリシャ語の系統的研究を一冊に纏
めたるものは，誤謬に満ちたる一，二を除き，外に無いやうである。（中略）
　予は……我が国に於けるペルシャ研究を盛ならしめんことを願ひ，時代の
変遷に伴ひ，種々に変装せるペルシャ語の遺跡の大略を妓に述べて，他日の
部分的研究の準備とする考である。」
　百合子の「日記」中セこは，帰国後わずか1か月ぼかり後の5月6日から早
くも「ペルシヤ文学史考」の原稿についての記事が現われ，2年後の出版ま
で，かなり詳しくその過程が記されている。それによると，大正9年5月6
日には「アカメニアソ朝の遺跡」に着手しており，9日には終了。翌大正11
年1月11日には「ペルシヤ文学近世史」（これは岩波の刊本中の五，近世ペル
シヤ語の著作。の章に当る。）に着手。1月13日には「ペルシヤ中世文学」（岩
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波刊本，四。パーラヴィー文学の内容。に当る。）着々と進捗。10月22日原
稿完成。同23日荒木は岩波（茂雄）に電話するも不在。11月1日岩波は3日
に面会を約束。同3日荒木は約束に従って岩波に会い，原稿を渡した。同23
日夕方岩波は荒木宅を訪れ出版が決まった。その後11月中に荒木は挿画や地
図を作成している。大正11年3月3日から11日まで校正。5月22日岩波書店
から検印紙1，500枚が届き，24日には広告文を書いた。5月29日に岩波書店
から新刊の「ペルシヤ文学考」が荒木へ届けられている。
　この頃，出版界は第一次世界大戦後の好況の中にあり，岩波の事業も順調
で，荒木のこの出版もその好機に遭遇したと言えよう。荒木は自分の新著
を，当時収集中であった「波斯研究資料」に収めたことは勿論，女子学習院
へも1冊を寄贈した。
6．　啓明会とペルシヤ研究資料の収集（大正11年4月～昭和6年暮）
　啓明会は大正7年8月8日赤星鉄馬氏の寄付金を基に設立された学術研究
援助の財団法人である。啓明の名は「暁の明星」を意味し，文明を啓発し，
研究を助成する意味であるが，一方，寄付者の赤星氏の意味を含めていると
のことである。
　荒木は大正11年4月，この啓明会から，彼の「波斯二関スル研究資料ノ蒐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6力集」に対し「五ヶ年間二金一万円ノ補助」を受ける事となった。啓明会が各
年度に発行した「事業報告書」によって，この会の各種研究の研究者と研究
の完成や進行状況を知ることが出来る。次に昭和5年度（第12回）の「事業
報告」から荒木の「略伝」と「事業」を引用する。
「略伝」　荒木氏ハ明治十七年十二月福井県足羽郡酒生村二生ル。三十八年
東京高等師範学校在学中語学専攻ヲ思立チ，北米合衆国二留学セラレ，比較
言語学ノ基礎的研究ヨリ進ミ，大正三年紐育市「コPソビヤ」大学二入学
「サンスクリツト」語及ビ其姉妹語ナル「ペルシヤ」語ヲ学習シテ「マスタ
ー・ Iブ・アーツ」ヲ受ケラル。爾来九年三月迄引続キ同大学二研究シ同年
四月帰朝，十一年東京帝国大学文学部講師トナリ，且女子学習院教授二任セ
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ラレ，今日二及フ。
「事業」　本件ハ波斯二関スル研究資料ヲ蒐集セソトスルモノナリ。思フニ
波斯ハ古代東西文明ノ分水嶺ニシテ，東亜ト西欧ノ文化力如何ニシテ分岐シ
如何ナル点二接触アリシヤヲ知ルニハ波斯ノ研究ヲ看過ス可カラサルナリ。
又近世及現代ノ波斯ハ或ハ政治的二或ハ経済的二欧洲諸国ノ注目スル所ニシ
テ本研究ハ極メテ重要ナリトス。而シテ本研究タルヤ或ハ古代ノ宗教，哲
学，文学，芸術又ハ現時ノ言語，風俗，政治，経済等頗ル多方面二渉ルヲ要
シ，現二欧米各国二於テハ此等ノ諸方面ヨリ盛二波斯ノ研究行ハレ，之二関
スル資料ノ蒐集セラレタルモノ亦勘カラス。然ルニ我国二於テハ此方面ノ研
究ハ殆ト顧ル者無ク，研究資料ノ看ル可キモノ極メテ勘シ。本会夙二之ヲ遺
憾トセシニ偶々荒木氏ヨリ本件ノ申出アリ，同氏ノ頗ル適任ナル事ヲ認メ，
大正十一年四月以来氏ヲ援ケテ本事業ヲ遂行スルコトトセリ。尚本件ハ高楠
順次郎，藤岡勝二両博士指導ノ下二行フモノニシテ蒐集品ハ到達次第之力保
管ヲ東大文学部言語学研究室二寄託スルモノトス。而シテ其後荒木氏ハ十
一年五月渡欧セラレシ白鳥庫吉博士二託シテ第一回ノ蒐集ヲ為シ，次テ十二
年春渡欧セラレシ藤岡勝二博士ニモ蒐集ヲ託シ，又直接欧米ノ書店二註文シ
テ取寄セ，既二紀行，歴史，言語，美術二関スルモノー千百十余冊到著セ
リ。
　彼の事業の概要は以上に尽されているが，最終的にそれが完成したのは，
彼が病没する前年，即ち昭和6年12月であった。次に大正11年度（第4回）
から昭和6年度（第13回）までの「事業報告」によって，その収集過程をみ
ることとする。
年度
大正11
12
　　　　　　　　　　記事：（）内は筆老
（4月，啓明会の援助決定。5月渡欧の白鳥博士に託し第1回収集。）
　辞書及ビ初メ欧洲ノ学界二波斯研究ノ資料ヲ与ヘシ著名ナル旅行
家ノ著述ノー部ハ既二到着セリ。
　春渡欧セラレシ藤岡勝二博士ニモ蒐集ヲ託シ，又直接欧米ノ書店
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　　二註文シテ取寄セ，既二記行，歴史，言語，美術二関スルモノ百十
　　数冊到着セリ。（9月1日関東大震災起る。）幸ニシテ本蒐集品全部
　　研究室ヨリ持出サレ焼失セシモノ僅二七冊二過キサリキ。
13　五百六十冊到着セリ。（関東大震災で焼失の7冊の）殆ンド全部
　　ハ再ヒ之ヲ蒐集シ得…。
14　五百七十余冊到着セリ。
15（昭和1）約七百冊到着セリ。
昭和2
　　3
　　4
　　5
　　6
　約一千冊到着セリ。
　一千四十二冊到着セリ。
　一千百十余冊到着セリ。
　一千百十余冊到着セリ。（前掲）
　一千二百二十四冊ヲ蒐集シ之ヲ分類整理シテ完成セラレタリ。
（「完成セル補助事業」の項）
　以上が荒木の収集過程である。到着した資料は「波斯研究資料」「番号・
第○○○号」「財団法人啓明会・荒木印」を含むガリ版刷り特製ラベルを使用
して一冊毎に荒木が漢数字で号数（通し番号と思われる）を記入し，順次東
大文学部言語学研究室へ運び，そこに保管された。彼はこの事業完成後1年
を経ずして昭和7年8月26日に病没する。
　荒木の死後，昭和9年に，啓明会から紀要第十五号として「荒木茂氏蒐集，
田中於菟彌氏編述・波斯関係図書目録」（ACATALOGUE　OF　BOOKS
RELATING　TO　PERSIA／Collected　by　Shigeru　Araki／Compiled　by
Otoya　Tanaka）が発行された。その「序」で鶴見左吉雄啓明会常務理事
は，荒木のペルシヤ研究資料収集への補助に簡単にふれた後，次の如く述べ
た。
　「〔荒木〕氏は高楠順次郎博士，藤岡勝二博士等の指導の下に，刻苦研讃本
事業に没頭し満十年の日時を閲して略予定の目的を達成せられ，これをその
カードと共に本会に提出せられた。然るに，その時氏は既に不治の病に罹り
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居られて，間もなく他界せられた。氏がこの蒐集図書を自ら利用する機会の
砂かりしことは，氏の為実に千載の遺憾であり，又学会に取り多大の損失で
あった。しかし，本図書を分類整理して目録をさへ作成すれぽ，波斯の研究
に本蒐集図書を利用せんとする人々を益すること大なるべく，又其目録は本
邦波斯語研究学界の先覚者たる　故荒木氏の好記念塔ともなるであろう。此
意味に於て本会はこれが作成を同氏門下の田中於蒐彌氏に依嘱した。同氏は
これを快諾せられ，藤岡勝二博士等と謀り，約一年を費してこれを編述せら
れた。……」
　続いて編者田中於菟彌先生は英文の序を書かれている。先生は，専門的立
場から，初めて東大でイラソ関係の講義を行なった荒木の死を‘……，whose
premature　death（1932）was　all　irrecoverable　loss　to　science，　espe・
cially　to　Iranian　philology　in　Japan．’と悼まれ，次に，米国のイラソ学
の泰斗ジャクソソ博士に師事した荒木のペルシヤに関する博識を紹介され，
彼の収集した資料が‘the　greatest　treasury　in　this　country　as　far　as
Persian　studies　are　concerned’であり，その有効な利用の為に目録を作
成されたことを述ぺられた。このACatalogue　of　Books　Relating　to
Persiaは，　Journal　Asiatique，　Janvier・Mars　1936（Soci6t6　Asiatique，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　59Paris），　P．161にHenri　Mass6によって紹介されているが，それは上記序
文を引用し，目本のペルシヤへの関心の高まりと資料の収集，目録の作成，
その内容を述べ，巻末に付せられた優れたIndexに言及している。
　この綿密に作成された目録によって，荒木収集の資料の全体像を知る事が
出来，また研究者の利用の途が開かれたのである。現在では通称「荒木文
庫」と呼ぼれるこの資料は，永い間東大言語学研究室に保管され，随時研究
　　　　　　　　　　　　⑤①者の利用に供されていたが，昭和39年～43年頃に総合図書館のアジア資料室
　　　　　　　　　60（開架式）に移され，現在では書庫内（漢籍コーナー）に置かれている。
　百合子の「目記」には断片的ながら，啓明会関係の記事も見出される。最
も早いものは大正10年1月4日で，この頃から荒木は資料収集のための目録
を作っていたようである。3日後の1月7日に‘Book　list’を提出するため
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荒木は百合子と共に啓明会（東京海上ビル内）へ行き笠森傳繁に面会してい
る。翌11年3月2日には援助が決定したらしい旨の記事がある。
　荒木のペルシヤ関係の仕事としては，以上の資料収集のほかに，哲学大辞
書（追加）（大正15年6月，同文館）への執筆がある。同辞書は明治45年に
大日本百科大辞書の一部門として発行されていたが10余年を経てその増補を
「追加」として発行したのである。荒木はこの増補で宗教学の部に姉崎正次，
矢吹慶輝，宇野円空，浜田本悠と共に項目の選定に当り，また執筆も担当し
た。彼が執筆したのは「アゴエスタ」，「スー一一フィーズム」，「バハーイ教」，
「パービーイズム」，「パーラギー文書」，「ペルシヤ研究」の6項目で，この
うち単に参照すべき項目を指示したに過ぎない「アゴスタ」と「パハーイ教」
を除いた4項目はいずれも1頁以上で，特に「ペルシヤ研究」には3頁以上
を使っている。彼はこの執筆に，病気にもかかわらず，相当な熱意を注いだ
と思われる。執筆の期間は，百合子の「日記」の記事から見て，大正11年11
月から翌12年4月頃までであったようである。
7．　再婚；退官，病没。一没後。
　前記「哲学大辞書（追加）」が刊行されたのは大正15年6月であった。そ
の2か月程前の4月に，荒木は田辺喜代と再婚した。彼女は明治31年4月4
日生れ。本籍は埼玉県本庄。大正11年3月東京女子高等師範学校家事科ag－一
部卒業。その4月母校の訓導に任ぜられ，大正13年11月東京府立第二高等女
学校兼同女子師範学校教諭に転じた。担当科目は修身，家事，裁縫，書き
方，体操であった。大正15年4月28日付で退職している。この4月に荒木と
結婚したのであった。
　荒木と喜代夫人との結婚生活は昭和7年8月までのわずか6年半足らずで
あった。この間，夫人は病身の夫を助け，二人の女児を生み育てた。夫人に
とっては少からぬ苦難の歳月であったであろうが，荒木にとっては彼女の内
助の功に支えられた，人生の終りの幸福な一時期であったであろう。彼は昭
和2年と4年は比較的健康で教育に専念していた。然し1年おきに3年と5
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年は病気がちであった。昭和6年夏頃から病状は悪化して行った。9月30日
彼は医師の診断に基づき「本年中休養」したい旨届出，10月5日には転地療
養を願い出た。10月15日付で外国語課主任を免ぜられた。これ以後彼は再び
教壇に立っことは無かった。彼の補充には野村寛子元講師が急遽再び起用さ
れた。12月20日の「事務官目誌」に鈴木元美教授兼事務官は「荒木教授宅訪
問昨今ノ病状ヲ承リ明日西野博士ノ診断ヲ受ケ将来ノコトヲ相談スルコト・
ス」と記している。22日には「当分転地療養」が続けられることに決まっ
た。彼はこの頃までには啓明会の援助によるペルシヤ研究資料の収集を，最
後の力を振って完成し終えていたことであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　69　昭和7年4月5日に彼は辞職願を提出した。
　　私儀病気ノ為職務二難堪候二付辞職致度候間御聴許相成度別紙医師ノ診
　断書相添へ此段御願候也
　　　　昭和七年四月二日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女子学習院教授　荒木　茂
　宮内大臣一木喜徳郎殿
　添えられた診断書の病名は肋膜炎兼肺尖加答児であった。
　退職の発令は教授就任から満10年を経過した4月15日となった。同月20日
付「高等官在職十年ヲ超ヱ職務上勤労不砂候二付」従五位に叙せられた。5
月4日前日電報を受けた喜代夫人が上京，一時恩給と退職記念品の置時計が
渡された。5月9目の「事務官日誌」に「荒木氏ヨリ無事着ノ報アリ」とある。
これは荒木とその家族が郷里福井へ帰着したの意と解される。次に荒木の記
事が同日誌に現われるのは8月31日である。
　八月三十一日（水）　晴　夜雨
一，元教授荒木茂氏去二十六日死去ノ報アリ，……祭資料ノ件ハ其詮議方ヲ
　内申スルコト・ス
　荒木死去の報が福井から女子学習院宛発せられたのは恐らく葬儀も終った
　　　　　⑩後であった。9月5日に下賜の“祭資料”と職員一同の弔意の香鍵が福井の
遺族へ郵送されたようである。
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　翌昭和8年2月4日（土），「事務官日誌」に次の記事が見える。
一，午後三時ヨリコロソビア大学同窓会ニテ故荒木茂氏ノ追悼式ヲ霊南坂ノ
　教会ニテ挙行……同窓会ニテハ香食ノ代リニ遺児教育資金募集ノ計画アリ
　　　　　　　　　　　　　　　　㈲　トノコト同会幹事ヨリオ話アリ……
　同年3月15日発行の「おたより」第53号には，荒木の在りし日の，詰襟服
姿の写真と共に「荒木先生を悼む」文が載せられている。
　「荒木先生は一昨年の初秋御発病遊ぽされて以来或は久里浜に又は御郷里
福井県に御転地遊ぽされて鋭意御加養にお努め遊ぽされたのでございます。
ただかりそめの御病気とのみ思って居りましたのに……
　英語英文学の教授に於ても御専攻の波斯語波斯文学の御攻究に於ても先生
の御事業はむしろ今後に期待する所が多くあったと申し上ぐべきであります
のに人生の働き盛りとも云ふべき四十九歳を一期として永遠に帰らぬ旅に立
たれたのでございます。然も御家庭には貞淑な夫人と御寵愛限りなかったお
二方の御愛児をお残し遊ぽされて。……」
　昭和12年は啓明会が大正7年に創立されて20年目に当りその記念として
「日本文化最近二十年誌」と題する記念論文集と，その姉妹篇として「創立
二十年会誌」を発行した。11月8日創立二十周年の記念宴会が虎の門の華族
会館で催された。華やかな宴会場の別室に，完成せる補助事業の文献の陳列
室が設けられ，更に別の一室に過去20年間の関係物故者，芳賀矢一，新渡戸
稲造，内藤虎次郎，斯波忠三郎ら41氏の遺影を収めた大額が安置され清華が
供されていた。荒木茂のモーニング姿も勿論その中にあった。
　荒木茂の名はこれ以後，激しい戦争の時代に入って，極く一部の人人を除
いて，忘れ去られて行ったようである。彼の墓は郷里福井市荒木新保町にあ
り，菩提寺は浄土真宗西円寺。過去帳には智覚院繹玄久の戒名と共に「荒木
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲喜代ノ夫，村田安樹ノ弟」と記されている由である。彼の夫人遺児等御遺族
の其の後について多くを知り得ないのは残念である。
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おわりに
　以上「荒木茂小伝」を執筆するにあたって多くの方方から種種御親切な御
教示をいただきました。註にはその旨を記しましたが，改めて御礼申し上げ
ます。特に当時東京大学言語学研究室で直接荒木茂に接し，後「波斯関係図
書目録」を編纂せられた田中於莞彌先生からはとりわけ多くの御教示をいた
だきました。厚く御礼申し上げます。また関係の図書，資料の調査，閲覧や
使用の便宜をお与えいただいた下記図書館等に心から感謝申し上げます。
　東京大学総合図書館，東京大学文学部図書室，東京大学文学部言語学研究
室，学習院院史資料室，学習院女子中高等科図書館，学習院大学図書館，学
習院女子短期大学図書館。　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　　註
（1）本稿では宮本百合子全集（以下単に「全集」とする。）（1979～1982新日本出版
　　社）によった。荒木関係の日記は第23巻と第24巻に収められている。以下‘百
　　合子の「日記」’とする。
（2）「全i集」第3巻による。
（3）嘗ては実在していた。百合子の「日記」大正9年5月7日と9日参照。
④　女子学習院「進退録」大正10年（図書寮編纂，学習院蔵）。
（5）同上。
（6）百合子の「二つの家を繋ぐ回想」（「全集」第18巻所収）には，幼児の荒木につ
　　いて，「三つの時，母に死に別れた……」（p．269）とあり，「伸子」にも「佃は
　　生れてじき実の母に死に別れた，のち第二の母の世話を受け……」（1章7節）
　　となっている。
（7）「全集」別冊所収「年譜」（大森寿恵子氏作成）p．27。
（8）百合子の「日記」及び前記「年譜」p．32。
（9）「新聞集録大正史」大正8年（第7巻）（昭和53年6月，大正出版）より引用。
　　この記事は中條百合子の結婚に関するものである。
⑩　「伸子」にある宣教師が正しいとすれば，前記報知新聞の教師も（米国人）宣教
　　師のことと考えられる。
⑪　r伸子」には佃とY．MC．A．の関係を証する記述がしぽしぼ現われる。「研究の
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傍，Y・M・C・Aの仕事を手伝っていた。」（佃の自己紹介，1章2節）等。
㈱　百合子の「日記」による。
「伸子」では在米中の病気を結核とはしていない（六章五節）。然し，喀血に際
しての佃の告白（六章四節）では，それが結核であったことをうかがわせてい
る。
前掲「新聞集録大正史」による。
百合子の「日記」。
「小さき家の生活」（「全集」第18巻，p．219），「伸子」三章五節。
百合子の「日記」はこの部分を欠いている。
百合子の「日記」による。
重久篤太郎「日本近世英学史（増補版）」（昭和57年，名著普及会。原本昭和16
年発行）p．148。
　なお，この「全訳」の原稿料の一部で5本の樹木を買い庭に植えたことが百
合子の「小さき家の生活」（「全集」第18巻，p．227）に見える。
女子学習院「職員録」大正10年（学習院蔵）。
「全集」第18巻，pp．229～230。
「女子学習院五十年史」（昭和10年）所収「年表」p．18。
百合子の「日記」，大正10年12月6日。
同上，大正11年1月17日の条。
同上，同年2月11日の条。
前掲「進退録」大正11年。
「英語青年」vo1．47，　No．6＆No．8。
同上，No．12，「大阪英語夏季講習会」。
同上，No．6，「片々録」。
同上，No．8，「片々録」。
同上，vo1。48，　No．7「片々録」。
女子学習院「職員録」大正11年。
「全集」第18巻，p．404。
後に単行本となる「伸子」は雑誌「改造」に発表された10篇の作品‘原作’の
‘改作’と考えられているが，この部分について見ると，「改造」（大正15年4
月）のr苔」がr伸子」第六章に棺当するが，そのどちらにもH．E，パーマは
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　　現われていないo
GO　The　Bulletin（英語教授研究所報），　vo1．1，　No　1（June　1，1923），　P・1及
　　びNo．8，　P．2。但し後者によれば，このうち‘Mr．　Sweet　resigned　later・’
　　とある。
BO　「英語青年」vo1．50，　No．8，「片々録」。
鈎女子学習院と家庭との連絡誌「おたより」，29号（昭和2年3月22日）所収。
㈲　百合子の「日記」大正13年8月11日～14日，及び大森寿恵子氏の「注」，更に
　　「全集」別冊の同氏作成の「年譜」p．38による。
⑳　The　Bulletin，　No．8（Special　Number），　p．14。
㈲　「英語青年」vol．52，　No．7，「片々録」。
㈲　The　Bulletin，　No．17，　p。130
㈲　「英語青年」vo1．54，　No．7，　pp．219～220。
㈲　ブラソチ女史はこの後再び来日，昭和5年3月から同10年7月まで女子学習院
　　講師を勤めた。（「女子学習院五十年史」所収，「旧職員名簿」p．58）
㈹　「おたより」30号（昭和2年5月16日）。
㈹　同上，37号（昭和4年3月20日）。
㈲　当時東大言語学研究室に居られた田中於菟彌先生から当時の荒木茂につき種々
　　お伺いすることが出来た。
㈹　東京大学文学部教授風間喜代三先生の御教示並びに橋本和子氏（東京大学文学
　　部図書室）の御協力による。尚，「東京帝国大学一覧」（大正12年度）には講義
　　担当者として，「波斯語学波斯文学　マストル・オフ・アーツ（コPンビア大
　　学）　荒木　茂　福井」とある。
㈲　田中於菟彌先生の御教示による。
ee6D6Z　女子学習院「事務官日誌」（学習院女子中高等科図書館（資料室）蔵）。
63百合子の「日記」による。
働　安倍能茂「岩波茂雄伝」（昭和32年，岩波書店），p．157。
㈹　「おたより」15号（大正11年11月11日）。但し現存しない。
㈹　「目本文化最近二十年誌」（昭和12年，啓明会）所収，鶴見左吉雄の「総説」p．14。
60　財団法人啓明会，大正11年度「事業報告書」。
翰　他年度の同じ「事業」の項と比較し，明らかな句読点の欠落，脱字を補なった。
69　田中於菟彌先生の御教示による。
一41一
鋤　東大文学部言語学研究室にて言語学科教授風間喜代三先生の御教示をいただい
　　た。
勧　橋本和子氏が「荒木文庫目録」（啓明会紀要第15号の目録。東大総合図書館参
　　考室）に添付された“波斯関係資料（荒木文庫）について”（1986，7，28付）
　　による。尚，田口貞夫氏「のペルシヤ関係資料（荒木文庫）」（東京大学附属図
　　書館月報「図書館の窓」，vo1．15，　No．10，1976．10）がある。
㈱　これ以後，大正11年5月7日，13日，14日，6月4日，28日，大正12年5月6
　　日，6月4日，10月22日に関係記事がある。
63　同書「凡例」による。
　　百合子の「日記」大正11年11月9日（これに「哲学辞典」とあるが前述の「哲
　　学大辞書」のことである），21日，12月4日，12日，大正12年4月29日にそれ
　　ぞれ関係記事がある。
㈹　熊谷とも子氏（お茶水女子大学附属高校）および東京学芸大学人事課の御教示
　　によるo
㈹　中條百合子は大正15年4月12日の日記（「全集」第24巻）に，荒木の結婚を「日
　　日」で知った旨記している。これには大森寿恵子氏の注が付せられている。「日
　　目」即ち東京日日新聞（夕刊）4月11日（日曜）の雑記帳の欄に荒木の写真入
　　りで喜代夫人の記事がある。
鋤　昭和11年まで，はじめ講師，後教授を勤められた。本稿作成に当り，H．E．パ
　　ーマ及び荒木茂につき多くの御教示をいただいた。
　　前掲，註㈲～6z。
69　女子学習院「進退録」昭和7年。
⑳　宮本百合子の「年譜」（大森寿恵子氏作成，「全集」別冊所収，pp．50～51）に
　　は荒木は「福井日赤病院で」「咽喉結核のため死去。」と調査，記されている。
㈲　この事実について，日本基督教団霊南坂教会牧師今井賢祐先生に種々調査いた
　　だいた。目下の処，関係の記録は発見されていない。
㈱文中「四十九歳」はいわゆる数え年である。満47年7か月余であった。
傭　前掲「日本文化最近二十年誌」，p．35及び「創立二十年記念会誌」（昭和13年，
　　啓明会）巻頭写真。
⑯　荒木の菩提寺，西円寺の康山昭然御住職の御調査と御教示をいただいた。又，
　　荒木の実家の御当主村田忠一氏からもお教えいただいた事が多い。
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